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１シマフクロウ保護増殖の取組①

【背 景】
1970～80年頃 生息数70羽程度まで落ち込む

・多くの個体は巣箱や給餌に依存状態
・生息に不可欠な自然環境には未改善状態
・知床、根釧地方、十勝地方及び日高地方に分断
・つがいの半数が限られた地域に生息

３

近親交配の発生
遺伝的多様性の劣化

危惧

シマフクロウが生息して
いると考えられる区域



１シマフクロウ保護増殖の取組②

環境省とともに保護増殖の取組を行ってきました

【シマフクロウ 国の天然記念物／絶滅危惧種ⅠA類(CR)】

平成５年11月26日

保護増殖事業計画（環境省・農林水産省共同策定）

平成25年３月

シマフクロウ生息地拡大に向けた環境整備計画

（北海道森林管理局・環境省北海道地方事務所共同策定）

４



２ 国有林の主な取組
【森 林】

シマフクロウ希少個体群保護林の設定（H７年～）

シマフクロウ生息森林の取扱い方針の制定（R２年）

【保護管理】

シマフクロウ生息地の巡視、管理等（H22年～）

【採餌環境】

知床世界自然遺産地区における河川工作物の改良など
（H18年～）

５



【森 林】

６



①シマフクロウ希少個体群保護林
シマフクロウに配慮した森林施業の事例

７

広葉樹と大きく成長した植栽木を止まり木として残している
伐採の列間は６ｍとして飛翔空間を確保
人間からの死角を作るため伐採列を変えている

９地区 非公開



８

②「シマフクロウ生息森林の取扱い方針について」
とは・・・

生息に適する森林の保全及びその繁殖活動の保
護を図るための方針

「シマフクロウの生息を保護する森林」や「営巣保
護区域」の設定

巣箱の設置や将来的な営巣木の保残・育成

施業の管理

URL:https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/

policy/conservation/iji_hozen/

kishouyasei.html  （北海道森林管理局HP）



今回の制定のポイント

９

「シマフクロウ生息森林の取扱い方針について」
ポイント その１・・・

【保護する区域の設定】
シマフクロウ保護林に加え、シマフクロウの営巣や行動が確認
された区域も保護の対象とする

この区域の中から「営巣木保護区域」を設定

【巣箱の設置】
巣箱の設置基準を明確化

河川周辺に大径木があり、適地と判断される箇所を基本

【施業の調整】
営巣木のおおむね３０ｍの区域は原則として伐採を行わない

繁殖期間内は原則として事業を行わない
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「シマフクロウ生息森林の取扱い方針について」
ポイント その２・・・

【職員による生息情報報告】



【保護管理】
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シマフクロウの保護管理

12

自動撮影カメラの設置

撮影日 平成2７年1月１日

ペットボトルを利用した「どう」

遡上改善目的魚種

エゾハナカジカ

【生息地の巡視】（H22年～）

野生動植物や関係法令の知識がある者を自然
保護管理員に任命し、シマフクロウ希少個体
群保護林を中心に巡視により精度の高い保全
管理に寄与

巡視報告は環境省北海道地方環境事務所及び
釧路自然環境事務所に情報提供
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【採餌環境】



知床世界自然遺産地区
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ダム改良 後の変化H29 ～ R4
2017 ～2022

－10－

H29（2017）切下げ前

R2（2020）切下げ後

R4（2022）現在
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バーナーで切断人力
で運び出す工法。
（職員自らも参加）



まとめ
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